
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 ： 平成 26年6 月22 日（日）13：30～16：30（開場 13：00） 

開催場所 ： 福山大学社会連携研究推進センター（宮地茂記念館） 9 階ホール 
JR福山駅北口（徒歩 3 分） 

主  催 : 福山平成大学経営学部 
後  援 : 福山商工会議所 

お申込み方法 
裏面をご覧ください。 
経営学部ホームページからもお申込みいただけます。 

 

経営学部創設２０周年記念 地域中小企業パネルディスカッション

グローバル化時代における
地域中小企業の進むべき方向 

～ グローバル化対応、イノベーション、ネットワーク化 ～ 
 

福山平成大学経営学部は、今年度、学部創設２０周年を迎えました。これを記念し、今年度の経営学部びんご経営リサーチセンタ
ー講演会は、以下を内容とする“地域中小企業パネルディスカッション”を開催します。 

現在、経済のグローバル化の進展から日本の多くの地域の中小企業は世界的な競争に巻き込まれ、企業経営のあり方が問われてい
ます。そうした中、地域中小企業の進むべき方向としてグローバル・ニッチトップ企業が注目されています。そこでのキーワードは、
“グローバル化対応” 、“イノベーション” 、“ネットワーク化” です。 
そこで、グローバル・ニッチトップ企業研究の第一人者である 経済産業省 地域政策研究官の細谷祐二氏をお招きし、グローバル
化時代における地域中小企業の進むべき方向について基調講演をしていただきます。また、日本を代表するモノづくり地域である備
後地域のほか、関西および中部地域の代表的モノづくり企業の経営者をお招きし、事例報告をしていただきます。そのうえで、各講
師にパネリストになっていただきフロアのみなさまを交え、基調講演および事例報告を踏まえつつ、グローバル化時代における地域
中小企業の進むべき方向についてディスカッションしていただきます。多数のみなさまのご来場をお待ちしています。 

学校法人福山大学理事長 清水 厚實 
福山商工会議所会頭 林  克士 氏

第１部 講  演

第２部 パネルディスカッション

■ 基 調 講 演 
グローバル化時代における地域中小企業の進むべき方向 
～ グローバル化対応、イノベーション、ネットワーク化 ～ 講師 : 細谷 祐二 氏 

 経済産業省 地域政策研究官 
 

■ 事 例 報 告 １ ＜グローバル化対応＞ 
世界最精密・最高速プレス機開発メーカーの世界戦略 講師 : 白井 国康 氏 
－ “愛知ブランド企業”認定メーカーの取組み － ㈱山田ドビー 取締役副社長 

 
■ 事 例 報 告 ２ ＜イノベーション＞ 
オンリーワン製品の開発を軸にした市場開拓 講師 : 唐木 俊夫 氏 
－ セミドライ切削システム開発メーカーの取組み － ホーコス㈱ 専務取締役 

 
■ 事 例 報 告 ３ ＜ネットワーク化＞ 
世界最速開発支援をめざす京都企業と京都試作ネット 講師 : 竹田 正俊 氏 
－ ３Dデジタルエンジニアリングメーカーの取組み － ㈱クロスエフェクト 代表取締役社長

京都試作ネット代表理事 
（各講師のプロフィールは裏面をご覧ください） 

参加費
無 料

○ グローバル化時代における地域中小企業の進むべき方向 ～ 基調報告、事例報告をめぐって ～ 
○ フロアからの質疑応答、 まとめ 

 

平成 26年度 福山平成大学 経営学部 びんご経営リサーチセンター経営講演会 
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